
第 22回ショパン国際ピアノコンクール in ASIA アジア大会  幼児部門 

 

※本コメントは、複数の部門に対して総括して書かれたものであり、特定の部門に対して書かれたものではございません 

今回のショパンコンクール in ASIAでもたくさんの素晴らしい演奏を聴くことができました。これらの、時に

非常に難しいプログラムを準備するために、若いピアニストのみなさんがたくさんの時間とエネルギーと才能を

費やして努力されたことがよく伝わってきました。このような高度な芸術に心を注ぐ原動力となるものは、音楽

への愛に違いありません。みなさんがこれから更に成長され、この芸術において更なる高みを追求される上で、

そのような気持ちをずっと忘れずに持ち続けられるよう、心から願っています。 

小さいころから、正しく、楽で、無理のない動きや姿勢でピアノを弾くことが大事です。また音質に対する感

性も早期から磨くことが大切です。 

 

※本コメントは、複数の部門に対して総括して書かれたものであり、特定の部門に対して書かれたものではございません 

みなさん、ショパン in ASIA アジア大会へのご参加おめでとうございます！ 

世界中で大きな影響を引き起こしているコロナ禍という大変困難な状況下においても、主催者の努力のお陰で、

今年もみなさんのしっかりと準備された素晴らしい演奏を聴かせて頂けたことをとても嬉しく思います。みなさ

んの才能と努力、それからこのような状況にも関わらずご尽力された先生方に心からの拍手を送りたいと思いま

す。 

私からのメッセージと致しまして、いくつか気づいたことをお伝えしたいと思います。 

まず初めに、どんなコンクールであっても参加する際に覚えておかなければならないのは、コンクールそのも

のが目的になってはいけない、ということです。コンクールというのは、あくまで自分とは違った視点や意見を

持つ人たちと出会い、自分の考えや解釈を他者と共有し、時に自身を鼓舞したり自分の技量をチェックする方法

でしかありません。真の目的は音楽や芸術、そして自身の成長でなければなりません。さまざまな経験を通して、

自らの感受性や感情をより豊かにし、音楽への理解を深めましょう。 

レパートリーに関しては、適切に賢く選び、自分にとって良い選択をすることが必要不可欠です。常に難曲に

挑戦することが良いことだとは限りません。 

ピアノ演奏全般にいえることですが、特にショパンを演奏する際には、下記のようなことに注意してみてくだ

さい。 

・自然な歌い方で、音楽が語りかけるように。旋律が横へ繋がっていくとイメージし、音楽的で自然な「呼吸」

を意識すること。 

・長いフレーズを作り出し、全てのモチーフやフレーズを形作ること。また同時に、まとまりとしての一体感

も感じること。 

・美しく、歌うように、多彩でよく響く気品のある音（レガートやベルカント唱法をイメージして）。 

・形式、和声、音楽的なジェスチャー（音や声部の流れ・動きなど）など、音楽の構造を意識すること 。 

・作品の歴史や作品にまつわる秘話などについてリサーチするとともに、自分自身が聴衆と共有したいアイデ

アについても考えを深めること。 

・曲の性格や特定のジャンルの作品の由来などを知ること。（特に踊りにおいては、その踊りが民族音楽なのか、

宮廷舞踏なのか、あるいは国民的な音楽に基づくものなのかを理解することはとても重要です）。 

・よいバランス（声部と声部のバランス、全体的な構成における様々な層のバランス、和声の中の音と音のバ

ランスなど）。 

・演奏の助けとなるような、よいペダルの使い方を工夫すること。また、ペダルの様々な使い方を研究するこ

と。（良いペダルの使い方というのは、使用する楽器、その場所の音響、その瞬間に音楽に必要とされているも

のによります。） 



・背中、肩、腕、前腕など体の一部または全部に余計な緊張感が入らないように。 

・自分がやりたいことが実際に音として聞こえているかどうか、客観的に聴いてみること。 

・ピアノを演奏している最中、自分も傑作の創造の過程に関わっているんだという喜びを感じること。 

みなさんの益々のご発展をお祈り申し上げます。 

 

「ヴィデオで自分の演奏をまとめる」というのは、コロナのせいではありますが、こういう経験をまだ年令の

低い時点ですることは、意外に勉強になることではないでしょうか？ヴィデオを観て、いろいろなことを発見し

た人も多いはずで、こうしたことをこれからの勉強に活かすことも良いことかもしれません。ただ、ホールで実

際に皆さんの音を聴く喜びに優るものはない訳で、早くその日が戻って来てくれるのを祈るばかりです。 

 

どの子も良く弾いていて感心して聴かせて頂きました。又、どの方も音響の良い、設備の良い場所で録画をさ

れていて、とてもご家族・ご指導者のていねいなコンクールにむける想いが伝わってきてすばらしいと思いまし

た。幼少期から良い指導を受けられることや環境のあり方！！これからの益々の成長が伺えます。この様なこと

がロマン派のショパンの作品を学ぶ力につながっていくのだと期待をふくらませました。民族的な曲を選ばれて

いる方はとても興味深く学ばれているとも感じました。これからどんどん新しい作品に目をむけながら多彩な音

楽作りをしていって欲しいと思います。 

 

曲の余韻を大切にした演奏の終え方を意識されていた方が多く感心しました。 

 

音をよく聞いてとても丁寧に演奏していて感心しました。テンポに乗って軽やかに、またメロディラインも明

確です。手が小さいためだと思われますが、和音の響きや安定した打鍵による表現に差が出ました。 

  


